
 

 

 

 

 

 

 

ICTを活用した新しい学びの創造 

「泉佐野市教育力向上のための ICT活用推進プロジェクト」 

熱意ある教職員が結集！ 
 

泉佐野市では、２０２０年に ICT 活用を研究し推進する特

別チーム「泉佐野市教育力向上のための ICT 活用推進プロジ

ェクト」（以下、ICT プロ）を発足させました。 

各校から有志の教職員を募り、推進委員として位置づけ

「①授業における効果的な ICT 活用」「②学校と家庭学習をつ

なぐ手立てとしての ICT の活用」「③教職員のネットワークづ

くりのための ICT の活用」について研究してきました。 

ICT プロの活動は年々進化を続け、「アドバンスコース」と

「ツールマスターコース」に分かれて活動するなど、教職員

のそれぞれのニーズに合った研究も進められてきました。 

結成５年目となる今年度は、集大成として、各参加者がア

イデアや実践を持ち寄り交流することで、学びをさらに深め

るとともに、互いに刺激を受け実践意欲を高め合う場となっ

ています。また、総括代表の先生によるミニワークショップ

も用意され、『Canva』『Kahoot!』『NotebookLM』、そして

「思考ツール」の活用などについて、参加型の研修が行われ

てきました。 

今年度は延べ１３４名の教職員が参加し、参加者からは、

「最新情報を共有できる」「学んだことをすぐに実践したい」

「学校に持ち帰って他の教職員にも伝えたい」「授業改善につ

なげられる」といった声が多数寄せられています。 

ICT プロで得た学びを各校に持ち帰って他の教職員とも共有

し、子どもたちの学びをより良いものにしようと努めておられ

るようです。 

この熱意ある教職員による ICTプロの活動は、泉佐野市の教

育の更なる発展につながるものと感じています。 

 

【ジュニア ICTリーダープログラム２０２４】 

 

「Society5.0 時代」が到来する中、将来、持続可能な社会の

創り手となる市内小中学生の情報活用能力やメディアリテラシ

ーを育むことを目的として、教育委員会では昨年度より「泉佐

野市ジュニア ICT リーダー事業」をスタートしています。 

今年度も、本市がパートナー自治体プログラムに参画してい

る Google より認定トレーナーを講師としてお招きし、「ジュ

ニア ICT リーダープログラム２０２４」を開催しました。 

１回目の９月８日（日）は、小学５年生から中学３年生まで

の１０名が市役所会議室に集まり、学校で使っている

Chromebook を活用して３時間のプログラムを受講しまし

た。プログラム前半に講師から説明のあった「スライドの作り方」「サイトの安全性」「著作権」「プ

レゼンの工夫」等を参考に、後半では事前に作成してきた「泉佐野市・自己紹介スライド」を修正

し、プレゼンテーションを行いました。 

１１月２４日（日）の２回目は、昨年度のジュニア ICT リーダーに認定された受講希望者５名も

加わり、「GIGA 端末の活用アイデア」をテーマに、前半は事前に準備してきたスライドをもとに個

人やグループで内容や伝え方を確認しながらブラッシュアップを行い、後半で発表を行いました。

緊張しながらも工夫が凝らされている一人ひとりのプレゼンテーションの後には、お互いに大きな

拍手を送りあっていました。 

ジュニア ICT リーダーに認定されたみなさんの今後の ICT の積極的な活用と、ますますの活躍を

応援しています。参加いただいた保護者の方々や学校の先生方もお疲れ様でした。 

 

【ジュニア ICTリーダーサミット２０２４】 

 

上記ジュニア ICT リーダープログラムは、今年度は本市を含む２０自治体

で実施され、日本全国で多くのリーダーが誕生しています。 

この度、全国のジュニア ICT リーダーの代表が一堂に集う「ジュニア ICT

リーダーサミット２０２４」（Google主催）が１２月１４日（土）、東京大学

を会場に開催されました。泉佐野市からは第三小学校の３名のジュニア ICT

リーダーが泉佐野市を代表してサミットに参加しました。 

サミットは、ジェスチャーゲームのアイスブレイクから始まり、自治体対

抗ワークの他、東京大学クイズ対決などさまざまなアクティビティーにより会場が大いに盛り上が

りました。メインイベントとして、各自治体から「学びをもっと深めるための GIGA 端末の活用ア

イデア」についてのプレゼンテーションが行われました。各自治体のアイデアの詰まった個性に富

んだ発表が続きました。発表ごとに大学の先生から講評や質問をいただくことができ、参加者全員

にとって充実した時間を過ごすことができました。 

また、休憩時間には他の自治体の子どもたちやGoogleスタッフと名刺

交換をし、交流を深めている姿が見られました。会の最後には表彰式が

あり、「敢闘賞（参加者からの投票ベスト１）」に泉佐野市が見事、選ば

れました。 

早朝の出発から、遅い時間の帰宅となりましたが、貴重な体験をする

ことができました。参加者の感想の一部を紹介します。 
 

・これからの将来に向けての ICT の大切さや沢山の知識を学ぶことができた。 

・プレゼンの見せ方や話し方など勉強になることを学んだのでとても良かったです。賞ももらえて嬉 

しかった。 

・「他の市町村の発表を聞く」「自分が発表する」ことは経験として一生の思い出に残るし、将来絶対 

有効活用できるなと思いました。ありがとうございました。 
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